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二番目の両親は  

 

    皆様 、 こんにちは！ 

私の 名前は リナーと申します。 今年は 23 歳 です。 大学で 日本語を勉強しています。 今 二番目の

両親のことについて お話をしたいです。 二番目の両親は 先生です。 先生と言う意味か 先生と言う存

在か 分かっていますか？ なぜ 5歳になって 必ず 学校へ 通っていますか？ なぜ 先生 が いますか ？ 

    どこの国でも 、 子供がうまれて 、 5歳になったら 学校に連れて行きます。 私の子供のごろも 学校

に行かせます。一日に 10 時間ぐらい先生と いました。 そのごろ 私は 先生と一緒に学習しに 行ったり 

うちへ 帰ったりして 毎日、 こうやっていました。 しかし 私は 先生の 意味が 深くまで 理解できません

でした。  

    私は 20歳になって、 日本語を教える仕事をして、 この時に 先生と言う意味が理解できるようになり

ました。 自分の学生は 分からないと言われたときに 、 とても 大変でした。 学生に分かりやすいように 

色々な方法を 考えて 、 教えました。 皆さんは 静かで 全然話さない時も とても 心配です。 皆は どう

したんですか。 何を あったのか、 勉強の気持ちがないことだし 将来は どうなりますかとかんがえました。 

先生はいくら大変さの仕事が 理解できました。 私は 自分でそんなことにあって すぐ学生の時代のことを

思い出しました。 幼稚園の先生 と 高校生の先生と 大学の先生が やってくれたことは 今の私も やって

います。 

 

 



先生が私たちに どんなことがいいか 、 悪いか 、 いつも 注意してくれました。 先生は 学生の将来のこ

とを考えたり 、 心配したり 、 応援したりすることは 、 自分の子供のようです 。  だから 学生の考えの

ほうにも 先生は 自分の両親のようです。 

  人生は 勉強に 本当に 重要です。 もしも読み書きができないと人生が 困ります 。 小さいときから 

いままでできる教育は 先生のおかげです。 もし 先生が いなかったら 何もわからず 何もできません。 

すべての先生は 人生の問題の乗り越え方も 教えてくれます。そして 別の人には 私が思う通り、 先生に 

尊敬をしたり してほしいです。 


